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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月15日(2008.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
分析装置に装着可能な分析物抽出カートリッジを用いて被験者から分析物を抽出し、抽出
された前記分析物を分析する分析方法であって、
前記被験者から抽出された前記分析物を保持するための液体を保持可能な液体保持部材を
含む前記分析物抽出カートリッジの液体保持部材と、前記液体を吸収保持した液体供給部
材とを接触させ、液体供給部材から液体保持部材へ所定量の前記液体を供給するステップ
と、
前記液体が供給された前記分析物抽出カートリッジから、前記液体供給部材を離脱させる
ステップと、
前記分析物抽出カートリッジを前記分析装置に装着するステップと、
前記分析物抽出カートリッジを装着した前記分析装置を前記被験者にセットするステップ
と、
前記液体保持部材に供給された液体に、前記被験者から前記分析物を抽出するステップと
、
前記液体に抽出された前記分析物を分析するステップとを備えた、分析方法。
【請求項２】
被験者から分析物を抽出して前記分析物を分析する分析装置に装着可能であり、前記被験
者から抽出される前記分析物を保持するための液体を保持可能な液体保持部材を含む分析
物抽出カートリッジと、
前記液体を吸収保持可能であり、前記液体保持部材と接触させた後に離脱させることで、
前記液体保持部材に所定量の前記液体を供給するための液体供給部材とを備えた、分析物
抽出カートリッジセット。
【請求項３】
前記分析物抽出カートリッジと前記液体供給部材とを保持する保持手段をさらに備え、
前記保持手段は、前記保持手段に保持された前記分析物抽出カートリッジの液体保持部材
と前記液体供給部材とが接触しないように分離する分離部材を含む、請求項２に記載の分
析物抽出カートリッジセット。
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【請求項４】
前記分析物抽出カートリッジと前記液体供給部材とは、前記分析物抽出カートリッジの液
体保持部材と前記液体供給部材とが前記分離部材を挟んで対向するように前記保持手段に
保持されている、請求項３に記載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項５】
前記保持手段は、前記液体供給部材を収容する収容手段をさらに含み、
前記分離部材は、前記収容手段および前記分析物抽出カートリッジに離脱可能に接合され
ており、
前記分析物抽出カートリッジと前記液体供給部材とは、前記分離部材が前記収容手段およ
び前記分析物抽出カートリッジから離脱することによって、前記液体保持部材と前記液体
供給部材とが接触するように前記保持手段に保持されている、請求項３または４に記載の
分析物抽出カートリッジセット。
【請求項６】
前記収容手段は、第１の内面を有し、
前記分離部材は、前記収容手段の前記第１の内面と接合されている第１の面と、前記分析
物抽出カートリッジと接合されている第２の面とを有する、請求項５に記載の分析物抽出
カートリッジ。
【請求項７】
前記分離部材の第１の面は、前記収容手段の第１の内面に離脱可能に接合される第１接合
部を含み、
前記分離部材の第２の面は、前記分析物抽出カートリッジの一方面に離脱可能に接合され
る第２接合部と、前記分析物抽出カートリッジの他方面に離脱可能に接合される第３接合
部とを含む、請求項６に記載の分析物抽出カートリッジ。
【請求項８】
前記液体供給部材は、前記収容手段の前記第１の内面に接着されており、
前記収容手段は、その一部が前記分離部材の離脱後も前記分析物抽出カートリッジと接合
されている、請求項６または７に記載の分析物抽出カートリッジ。
【請求項９】
前記収容手段は、前記液体供給部材を収容する収容部と、前記分析物抽出カートリッジに
離脱可能に接合されるカートリッジ接合部とを含む、請求項５～８のいずれか１項に記載
の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項１０】
前記分析物抽出カートリッジは、前記分析物抽出カートリッジから前記分離部材を離脱す
る際に把持されるカートリッジ側把持部を含む、請求項５～９のいずれか１項に記載の分
析物抽出カートリッジセット。
【請求項１１】
前記分離部材は、前記収容手段に離脱可能に接合される第１接合部と、前記分析物抽出カ
ートリッジの液体保持部材と前記液体供給部材とが接触しないように分離する分離部と、
前記分析物抽出カートリッジの一方面に離脱可能に接合される第２接合部と、前記分析物
抽出カートリッジの他方面に離脱可能に接合される第３接合部とを含む、請求項５～１０
のいずれか１項に記載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項１２】
前記分離部材は、
前記第１接合部と、前記第３接合部と、前記分離部を構成する第１分離部とを有する第１
接合部材と、
前記第２接合部と、前記分離部を構成するとともに、前記第１接合部材の第１分離部と接
合される第２分離部とを有する第２接合部材とを含み、
前記第１接合部、前記第２接合部および前記第３接合部は、前記分離部材の離脱方向に力
が加えられることにより、前記分離部材の離脱方向と反対側の接合端部に剥離方向に引っ
張り力が加わることによって、前記分離部材の離脱方向と反対側の接合端部から順次剥離
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される、請求項１１に記載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項１３】
前記分離部材は、少なくとも前記分析物抽出カートリッジから前記分離部材を離脱する際
に把持される分離部材側把持部をさらに含む、請求項５～１２のいずれか１項に記載の分
析物抽出カートリッジセット。
【請求項１４】
前記分離部材は、ポリエチレンを含有するフィルム状部材を含み、
前記分析物抽出カートリッジは、前記分離部材が離脱可能に接合され、ポリエチレンとポ
リプロピレンとを含有するカートリッジ本体を含む、請求項３～１３のいずれか１項に記
載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項１５】
前記収容手段は、ポリエチレンを含有するフィルム状部材を含み、
前記分析物抽出カートリッジは、前記収容手段が離脱可能に接合され、ポリエチレンとポ
リプロピレンとを含有するカートリッジ本体を含む、請求項３～１４のいずれか１項に記
載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項１６】
前記液体保持部材は、多孔質構造を有するシート状部材である、請求項２～１５のいずれ
か１項に記載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項１７】
前記液体供給部材は、前記液体保持部材と接触することによって前記液体保持部材に所定
量の前記液体を供給する、請求項２～１６のいずれか１項に記載の分析物抽出カートリッ
ジセット。
【請求項１８】
前記液体供給部材により吸収保持される液体は、純水または生理食塩水である、請求項２
～１７のいずれか１項に記載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項１９】
前記分析物抽出カートリッジが装着される前記分析装置は、前記被験者の皮膚に電場を付
与するための電源を含み、
前記分析物抽出カートリッジは、前記電源に接続可能な電極を含む、請求項２～１８のい
ずれか１項に記載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項２０】
前記分析物抽出カートリッジは、単一のカートリッジからなり、
前記分析物抽出カートリッジの電極は、
前記分析装置の電源の陽極側に接続される陽極と、
前記分析装置の電源の陰極側に接続される陰極とを有する、請求項１９に記載の分析物抽
出カートリッジセット。
【請求項２１】
前記液体保持部材は、前記液体供給部材から前記液体を供給されるまでは、乾燥している
、請求項２～２０のいずれか１項に記載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項２２】
前記液体供給部材は、吸収保持している前記液体のうち、一部の液体を前記液体保持部材
に供給する、請求項２～２１のいずれか１項に記載の分析物抽出カートリッジセット。
【請求項２３】
被験者から分析物を抽出して前記分析物を分析する分析装置に装着可能であり、前記被験
者から抽出される前記分析物を保持するための液体を保持可能な液体保持部材を含む分析
物抽出カートリッジと、
前記分析物抽出カートリッジの表面に離脱可能に接合された第１フィルム状部材と、
前記液体を吸収保持可能であり、前記液体保持部材と接触させた後に離脱させることで、
前記液体保持部材に所定量の前記液体を供給するための液体供給部材と、
前記分析物抽出カートリッジの表面に対向する内面を有し、前記液体供給部材を保持する
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ための液体供給部材保持部材と、
前記液体供給部材保持部材の内面に離脱可能に接合され、前記液体供給部材保持部材との
間に前記液体供給部材を保持するための空間を形成する第２フィルム状部材と、
前記第１フィルム状部材の端部および前記第２フィルム状部材の端部に接続された接続部
材とを備え、
前記接続部材に対し一方向へ力が加わることにより、前記第１フィルム状部材の端部およ
び前記第２フィルム状部材の端部に対し前記一方向へ引っ張り力が加わり、それぞれ、前
記分析物抽出カートリッジの表面および前記液体供給部材保持部材の内面から離脱する、
分析物抽出カートリッジセット。
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